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∫ 0.3～2.35 β〟. 0.08～0.5
q 0.00001-0.01 py 0.01-0.35
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っ て表 面 張 力 の 不均 一 が 引 き 起 こ す
Mar.angoni不安定性で説明する投棄【7)がある.
特に､波頭での局所的な強い温度勾配によっ
て高次のMarangoni不安定性が流れを引き起
こし､BigWaveは､HydrochemicalSolitonで
ある とい う報告【7】は興味深い.高次の
Marangoni不安定性においては､波頭での複
雑な流れの構造が予想されるが実験的報告は
ない.従って､流れの構造を実際に観測する
必要がある.
我々は､BigWaveの流れの構造を明ら
かにする第一歩として､ トリガ波の波頭にお
ける流れの鉛直分布を観測した.計測システ
ムは､倒立顕微鏡､テレビカメラ､レーザー
光源等から構成される.測定はBZ反応溶液
を含むペ トリ皿の中央で行われ､対物レンズ
の焦点距離を調整することで各深さに対する
測定を行った.図5に測定結果の一例を示す.
溶液の表面では､伝搬波の伝搬方向と逆向き
に流れが生じ､底付近で妹､伝搬方向と同方
向に流れが生じでいる.図5に示した流れの
速度分布において､最大速度は20叫m/Sに連
している.通常の トリガ波の伝搬速度が
12叫m/S程度であることを考慮すると､観測
した伝搬波はBigWaveではなく､BigWaveと
トリガ波の中間的な状態であると考えられる.
こうした鉛直分布を持つ強い流れは伝搬波の
波頭を容易に変形させると考えることが出来
る.更に､実際のBigWaveでは､トリガ汝に
比べ､大きな流れが発生している【1】.これよ
り､更に大きな伝搬波波頭の変形が起こって
いることが予想される.特に､溶液表面付近
では波頭は大きな負の曲率を持ち､結果とし
て式 (4)で表されるように､等価的に拡散
係数を増大させることは妥当と考えられる.
また､図5の速度分布は､表面 と底で
非対称を示している.これは､Big Waveに伴
う流れの発生メカニズムが､Epsteinら【6]が
指摘するようなFe3+とFe2+との密度差に起因
するものではないことを示している.何故な
らば､密度流の場合､表面と底で流れの速度
差はほとんど生じないからである.更に､予
備的な実験で自由表面をなくしたセルでは反
応波に伴う流体現象はほとんど観測されない.
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図5トリガ政の波頭における流れの速度分布
従って､BigWaveが､表面張力に支配された
現象であると予想される.
5.おわ りに
本研究では､
1)BigWaveの加速的な伝搬特性は,数値実
験において拡散係数を時間と共に増大させ
ることにより定性的に理解できること､
2)流れの速度分布 (鉛直分布)の計測によ
り､伝搬披波頭の鉛直方向の大きな変形､
特に､表面付近での大きな負の曲率を伝搬
波が持っていること､
が明らかになった.以上の結果は､次のよう
にも解釈できる.拡散係数の増加は､伝搬波
波頭の負の曲率の増加を意味する.即ち､
BigWaveに伴う流れの速度は､時間と共に増
大 している可能性がある.従って今後､Big
waveに付随する流れの速度の時間変化を正
確に測定する必要がある.また､BigWaveの
発生メカニズムとしてMarangoni効果による
流体力学的不安定性を考慮したモデルを考え
数値実験を通して定量的な議論を行う必要が
ある.
References
ll】H.Mike,H.Yamamoto,S.KaiandS.C.M山ler,
PhysicalReviewE,48(1993)1627.
[2]R･J.FieldandR.M･Noyes,J.Chem.Phys,60
(1974)1877.
[3]J･P.KeenerandJ.JITyson,Physica21D
(1986)307.
【41T.Sakurai,H.Miko,E.Yokoyamaand
R･Kobayashi,4thNIMCForrum,International
WorkshoponDynamism andRegulationinNon-
1inearChemiCalSystems.rITsukuba,JAmN(1994).
[51H.Mike,S.C.MulerandB.Hess,PhysicsLeters
A,141(1989)25.
[6]J･A.PojmanandI.R.Epstein,J.Phys.Chem.,94
(1990)4966.
[7]S.KaiandH.Mike,PhysicaA,204(1994)346.
ー 572-
